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　「表 116 ～ 25）は 2012 年度現在の各電力会社の
電力量料金体系を示す。これらは、2010 年度
以降ほとんど変わっていないが、東京電力及び










は 7am～ 11pm、夜間時間は 11pm～ 7amで、
後者のほうが安く設定されている。パターンT
②での、昼間時間は 8am ～ 10pm、夜間時間
は 10pm ～ 8am である。パターン T③での、











ン④の昼間時間は 10am ～ 5pm、夜間時間は
11pm ～ 7am、及び朝晩時間は 7am ～ 10am、
5pm ～ 11pm である。パターン④ -1 での昼
間時間は 10am ～ 5pm、夜間時間は 10pm ～
8am、及び朝晩時間は 8am ～ 10am、5pm ～
10pm である。パターン④ -2 での昼間時間は
9am ～ 5pm、夜間時間は 11pm ～ 7am、及び
朝晩時間は 7am～ 9am、5pm～ 11pmである。
パターン④ -3 での昼間時間は 1pm～ 6pm、夜





用量は 90kWh以下の場合、90 ～ 230kWhの場
合及び 230kWh の場合の 3 段階である。HOK


















































































































が三段階に変化する（90kWh 以下で 20.62 円、











































　図 7 ～ 9 は関西電力ピークシフトプラン新
電力量料金体系におけるηFC- ηWE の特性を、
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要　旨
　ピークシフトプラン新電力量料金体系における燃料電池―水電解ハイブリッド型電
力平準化システムの近似的経済性について、燃料電池効率ηFC、水電解効率ηWE、
昼間電力量料金単価及び夜間電力量料金単価を用いてケーススタデイした。その結果、
ピークシフトプランでは、従来の料金体系に比較して、近似的経済性成立領域が拡大
するが、現状のηFC、ηWEの実績値基準では、近似的経済性は成立しないことを
示した。また、東京電力のピークシフトプランではピークシフト時間を現状の 3時間
から 8時間に、関西電力では 5時間に増加する料金体系にすれば、近似的経済性が成
立する可能性があることを示した。
キーワード	:	電力平準化，近似経済性，燃料電池効率，水電解効率，昼夜電力量
料金単価，ピークシフトプラン
